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北海道順位 6位 4位 8位 4位 19位 1位 2位 5位 6位

北海道 18.0% 37.9% 49.9% 31.7% 16.4% 35.1% 35.7% 21.0% 4.7%

全国平均 15.9% 35.2% 46.2% 28.8% 15.6% 27.8% 31.2% 18.9% 4.1%

背景① 北海道支部加入者の特徴（健診結果）

・生活習慣病に直結する健診有所見率等が高い

【2023年度 都道府県支部別健診結果】
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背景② 北海道支部加入者の特徴（医療費）

・医科歯科を問わず１人当たり医療費が高い

・入院外及び歯科の受診率が低い 

【2023年度 都道府県支部別 加入者1人当たり医療費※年齢調整後】

合計 入院
入院外

（調剤を含む）
歯科 入院 入院外 歯科

北海道順位 3位 3位 9位 15位 7位 45位 44位

北海道 217,075 63,818 131,106 22,151 111 6,256 1,547

全国平均 205,682 54,862 128,298 22,521 94 6,749 1,792

受診率（件/千人）1人当たり医療費（円/人）
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目 的

【これまで北海道支部が行った歯科受診行動等の研究】

・2017年度よりレセプト情報と健診結果より「歯周疾患と生活習
慣病の関係」、「業態に着目した歯科受診」等について研究。

・歯科レセプトがない方の口腔状況の把握や歯科受診行動が把握
できていない課題があった。

歯科未受診（＝歯科レセプトによる歯科受診の確認

がとれない）加入者に対し、事業所を通じて歯科健診

の機会を提供すること（北海道支部独自の試行的な事

業）により、行動変容につながるかのほか、事業所の

環境や健診結果との関係に着目した分析を行う。
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方 法 ① 分析対象者

①について、歯科健診「申込」
に影響する要因を検討。

②について、歯科健診「受診」
に影響する要因を検討。

③について、歯科健診結果を
各年齢階級等で集計し、
喫煙と歯周病の関連を検討。

「健康事業所宣言」事業所（被保険者：204,394名）に対して、北海道支部が

試行的に費用負担し実施する無料の歯科健診の案内を送付。

 事業所担当者より被保険者に対して無料の歯科健診について周知・集約を依

頼し、申込があった事業所の「2023年度に歯科レセプトがない」全被保険者

22,359名（歯科健診未申込者も含む）を対象とした。

（図1：分析対象者の抽出イメージ）



方 法 ②

（図３：歯科健診申込事業所へのアンケート）（図２：歯科健診項目）

歯科健診への「申込」や「受診」の有無について、被保険者・事業所の
属性（性別・年齢、健康経営優良法人認定の有無、歯科健診案内方法等）や
健診・問診結果との関連をχ²検定（有意水準5％）。
 歯科健診結果について、歯の状態（現存、健全、処置、未処置、欠損、欠損
補綴）別の平均本数、未処置歯の保有者数を集計。また、喫煙有無別の歯周病
の状況（CPI）を性・年齢別にχ²検定（有意水準5％）。



分析対象者（22,359名）の属性
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結 果 ① 事業所の取組状況等と歯科健診申込
・「女性」「若年層（45歳未満）」の申込割合が高い。
・従業員に対する「案内」「勧奨度合い」「社内環境づくり」の状況では、
複数の取組や積極的発信を行った事業所の方が、申込割合は有意に高い。
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結 果 ② 健康状態と歯科健診申込

生活習慣病予防健診では各種リスクに「非該当」の方が、問診では「非喫煙」
「咀嚼：なんでも噛める」「食習慣：朝食あり」の方が、申込割合は高い。

8



結 果 ③ 健康経営と歯科健診受診
健康経営優良法人認定事業所の方が、歯科健診受診は有意に多い。

未処置歯保有者の割合は、全体の52％。
働き盛り世代の壮年期にあたる「40～64歳」は61％と、全体より高い特徴がみられた。

全体
20歳
～
29歳

30歳
～
39歳

40歳
～
49歳

50歳
～
59歳

60歳
以上

[再掲]
40歳
～
64歳

人数 423 62 84 124 84 69 249

未処置歯
保有者数

231 26 44 75 53 33 152

保有者
割合

52% 41% 52% 60% 63% 47% 61％

平均未処置歯数

結 果 ④ 歯科健診結果1（未処置歯数など）

全
体

年齢別

←40～64歳→
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結 果 ④ 歯科健診結果2（各歯の平均本数）

現存歯数・健全歯数については、年齢を追うごとに減少する傾向。
40歳以上の健全歯数は、平均20本未満。

※ DMFT ：う蝕（Decayed）、欠損（Missing）、充填済み（Filled）の歯（Teeth）の合計本数

DMFT※欠損歯数 欠損補綴歯数

処置歯数全
体

年齢別

→ 40歳以上

20本
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結 果 ⑤ 喫煙と歯周病の関連性

65歳未満の女性の喫煙者は、歯周ポケットの形成される方の割合が高い。
 
［検定結果］

[分析方法]
・年齢 …「65歳未満」と「65歳以上」に区分
・歯周病の状況（CPI）…「0：所見なし、1：出血あり、2：歯石あり」と

 「3：ポケットの深さ6mm未満、4：6mm以上」に区分
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考 察 ①

・健康経営優良法人認定事業所や、事業所から従業員へ
歯科健診受診への働きかけを複数の方法で勧奨している
事業所が、歯科健診申込・受診へとつながりやすい傾向
であることから、事業所の健康経営の積極的な取組や、
受診しやすい環境づくり等の事業所単位の取組は、
従業員の歯科健診受診（行動変容）につながる可能性
が示唆された。

・歯科未受診者が受けた歯科健診の結果、未処置歯保有者
の割合が、働き盛り世代の壮年期（40～64歳）に、特に
高い状況（６１％ ⇔ 受診者全体５２％）であった。
定期的な歯科健診・歯科治療を行うことの必要性に

ついて、情報発信に努めていきたい。
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考 察 ②

・「喫煙習慣と歯周病」の関連では、65歳未満の喫煙する
女性に歯周ポケットが形成される方の割合が高い。

・この結果を受けた取組として、外部有識者に助言いただき、
「喫煙習慣や代謝・血圧リスクにも着目した歯科受診及び
禁煙勧奨通知」の実施を2026年度中に予定。

・今後、歯科健診申込者について、その後の歯科定期受診
への行動変容を歯科レセプトにて追跡調査し、属性ごとの
歯科受診習慣などの分析を行いたい。

・引き続き歯科受診機会確保に向け、外部機関と連携を図り、
コラボヘルスの一つとして事業所と連携した歯科健診受診
の機会提供を行っていく。
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